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義務教育学校・協和地区準備委員会 第１回総務部会議事要旨 

 

■開催日時 令和７年７月 11日（金）午後７時 15分～午後８時 10分 

■開催場所 協和コミュニティセンター 

■出 席 者  総務部会委員 10名（欠席６名）、藤田委員長 

【教育委員会】久保田課長、その他事務局職員(義務教育学校整備課) 

 

■会議経過（概要） 

１ 挨  拶【藤田委員長】 

 

２ 自己紹介 

 

３ 部会長及び副部会長の選任 

互選により、下記のとおり決定。 

・部 会 長：関口 秀男 委員（自治会連合会 協和支部） 

・副部会長：武井 勉  委員（協和中学校長） 

 

４ 議  事 

（１）総務部会の検討スケジュール（案）について【事務局】 

幹事会で承認された各専門部会の検討事項及びスケジュールに基づいて、総務部会の検討ス

ケジュール（案）を作成した。 

総務部会の検討としては、【学校名について】３回、【校章（その校章デザインを利用した校

旗）について】３回、【校歌について】４回を予定している。現時点での案であり、検討状況に

応じて回数等は変更することもある。 

 

＜質疑応答＞ 

Ｑ： 学校名について、一般の方にも公募するのか？【委員】 

Ａ： 次の次第でも挙げているが、一般の方にも募集するか、地区を限定して募集するか、募集

範囲等も含め、総務部会で検討していきたい。【事務局】 

 

Ｑ： 総務部会で学校名・校章・校歌等を決めていくが、同時進行で検討することはできないの

か？【委員】 

Ａ： 全体のスケジュールを鑑み、令和８年度末もしくは令和９年の６月議会までには学校名

を含めた条例改正議案を提出したいため、まずは学校名の検討から始め、学校名が決定し

たあと、校章・校歌の検討に移りたいと考えている。校章・校歌については、開校までをリ

ミットとして考えている。【事務局】 

 

⇒ 委員承認、検討スケジュールの案を削除 
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（２）学校名（案）の検討について【事務局】 

  学校の名称は、「地域性」を反映させたり、「その学校の教育の理念」を込めたりするものもあ

るが、地域の皆様から親しみを持って愛着を感じる名称、また子供たちが誇りに思う名称が望

ましいと考えている。 

  事務局で考えた学校名の選定方法（案）は以下のとおりである。 

① 公募だけで決定する。 

② 総務部会だけで決定する。 

③ 公募した上で、総務部会で決定する。 

④ その他 

  今回の会議では、どのように学校名を決定していくか、その選定方法を協議していただきた

い。 

 

＜質疑応答＞ 

Ｑ： 学校名を公募する際、募集範囲を協和地区に限定して募集した方がよいのではないか？

【委員】 

Ａ： 今回の会議で、例えば「③公募した上で、総務部会で決定する。」に決定した際には、次

回の会議で、「このように募集するのはどうか」といった方法の案を提案する。【事務局】 

 

Ｑ： 子供たちにも親しみやすいものを募集するならば、子供たちの意見も必要ではないか？

【委員】 

Ａ： 同じように次回の会議で、方法の案を提案する。【事務局】 

 

Ｑ： 明野地区の義務教育学校は「明野五葉学園」と決定したが、学校名の最後は、「○○義務

教育学校」等ではなく、「○○学園」と統一した方が、市や議会としてはよいのか？【委員】 

Ａ： 市や議会として「○○学園にする」という規定はない。学校名の最後はどうするかも含め

て、総務部会で検討していきたい。なお、総務部会で検討し決定した案は、できる限り尊重

していきたい。明野五葉学園の経緯では、市民の皆様から公募して、総務部会で決定した案

を、準備委員会として承認し、その後、議会に提出した。【事務局】 

 

Ｑ： 学校名が、他の学校名とかぶってしまった場合はどうするか？【委員】 

Ａ： 規則等を確認するが、市内や関東近郊等の近場でないならば、特段問題ないと考える。

【事務局】 

 

選定方法は、「③公募した上で、総務部会で決定する。」で進める。次回、選定方法の具体案を

事務局から提案する。【関口部会長】 

 ⇒ 委員承認 
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５ そ の 他 

（１）次回の会議予定について【事務局説明】     令和７年１０月頃 

 

＜質疑応答＞ 

Ｑ： １０月頃に開催する際、いつ頃には開催する旨の通知が届くのか？【委員】 

Ａ： 開催する 1ヶ月前には連絡するよう心掛ける。【事務局】 

 


